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要　旨

日常生活や仕事のあらゆる場面で，高機能化・複雑化し

た機器が数多く利用されるようになってきている。機能・

性能が向上すると，操作にかかわる情報量が急速に増大す

ることから，多くの機器は操作手順が煩雑になったり，欲

しい情報が奥に収納されてなかなかたどり着けないことが

ある。

そこで，操作にかかわる情報をいかにハンドリングして

必要な情報にアクセスするか，人と機械のコミュニケーシ

ョンの接点をユーザーインタフェースとしてとらえ，その

在り方をユーザーの視点から設計することが求められるよ

うになってきている。

特にディスプレイに映し出されるスクリーンユーザーイ

ンタフェースは，製品の使いやすさを決定付ける大きな要

素となっている。

そして現在では，その操作環境の一つとして，GUI

（Graphical User Interface）が広く用いられるようになっ

てきている。

GUIを開発するデザイナーには，操作対象の持つ情報の

構造を理解・整理して，操作対象物や操作行為そのものを，

次の手順に従って，分かりやすく視覚表現する能力が求め

られる。

A 見やすさ，分かりやすさ，楽しさを基本的な目的とす

る。

B 情報のデザイン，対話のデザイン，表示・表現のデザ

インを要素技術として持つ。

C 情報の調査→情報の企画→情報の構造化→情報の視覚

化→情報の検証→情報の移管の開発プロセスで開発を進め

る。

目的�

要素技術�
�

�

�
映画� 映画�ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ�

設定�

設定�

情報�

案内/予定�

案内/予定�

課金�

2月号の番組予定表�

ヒエラルキー�

よく見る番組�

タイム�

あいの�

ジャンルリスト�

カテゴリー�

ロケーション�

2月のお進め映画�

�

テレビ番組� 映画�

見どころ�

見どころ�

見どころ�

新着予定�放送予定�

よく見るCH設定�

よく見るCH一覧�

初期設定�

詳細設定�

カラー設定�

よく見るCH一覧�

制御システム�

業務システム�

案内情報システム�

プレゼンテーション�

教育システム�

民生機器�

GUIデザインの開発プロセス�

調査�

企画�

構造化�

視覚化�

検証�

移管�

適用分野�

画面デザイン�
レイアウト・アイコンなど�

インタフェースコンセプト創出�

インタフェース�
フローの評価・設計�

見やすさ�

楽しさ�分かり�
やすさ�

情報の�
デザイン�

対話の�
デザイン�

表現の�
デザイン�

三菱電機の多岐にわたる製品分野，コンテンツに対して，三つの基本的な目的を定め，三つのデザイン技術を用いて，五つの開発プロセスを
経ることによってGUI開発支援を行っていく。

GUI開発デザインプロセス
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